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海老原美夫（浦和市） 

夏の高原でディスプレーフライトをしていれば、オオジシギであることはすぐにわかる。冬の

枯れ田でうずくまっていれば、タシギだろう。ところが、この2種が、春と秋の渡りの途中田ん

ぽのあぜに降りていたら、もう分からない。今回は長年の謎であったその識別に挑戦。個人的な

思いこみと偏見による識別講座の第2弾をお送りする。 

①次列風切後縁の白線 	 いう人もいる。ただし、見る角度によって違 

野外識別で役に立つ相違点をかたっぱしか う印象があるので、要注意。 

ら並べるとすると、まず言わなければならな 

いのがこれ。日本野鳥の会の『フィールドガ ⑤下肩羽の白い縁どりの違い 

イド日本の野鳥』 （略称：FG) 163ページ 	これはかなり重要な識別点だが、まず下肩 

にも出ている。飛んだ時に翼の後ろ側に白線 羽とは、どこの羽だろう。 

が見えればタシギ、見えなければそれ以外の 写真で丸く囲んでおいたところの羽がそう 

ジシギという区別だが、これは、飛んでくれ 	である。FG 163ページの図で見ると、背中 

ないと役に立たない。 	 に1本の白線が見え、その下にもう1本の白 

線がある。その下に接して前から後ろに何枚 

②色、大きさ、体型 	 か並んでいる羽がある。その羽のことだ。 

タシギの方が茶色が強くて、オオジシギの 	その1枚1枚の白い縁どりが違う。白と言 

方が比較的白っぽい。タシギよりオオジシギ っても、本当はクリーム色に見えるのだが、 

の方がひとまわり大きい。オオジシギの方が 右ページの図のようにタシギは体の前の方の 

よりずんぐりした体型である。 	 縁でははっきりしているが、後ろ側ではほと 

これらの特徴は個体差があって、かならず んど見えない。オオジシギは後ろの方が少し 

しも当てはまらない場合が結構あるし、並ん 細いが、前後とも白縁がみえる。 （正確には

でくれないと比較できないこともあるので、 羽の内弁と外弁という言葉があるが、分かり 

決め手にはならないが、最初に「あれは？」 	やすくするため、前側・後ろ側と書く。） 

と目をつけるきっかけにはなるだろう。 	 ただし、オオジシギの後ろの白縁も、前の 

方から見た時には見えにくくて、後ろ斜め方 

③くちばしの長さと形 	 向から見た時の方がはっきり見えることがあ 

これは比較的はっきりできる識別点。タシ るので、これも要注意。 

ギのくちばしは長くて、頭の1. 5倍かそれ以 

上はありそうな感じがするのに対して、オオ ⑥下肩羽の黒い模様の違い 

ジシギのくちばしは比較的短くて、頭の1. 5 	もう一度右ページの下肩羽の図の、今度は 

倍はとてもないという感じ。 	 黒い模様の形に注目。実際の形はもっとずっ 

タシギのくちばしが全体的にほっそりして と複雑だか、分かりやすく描くと、こんな感

いるのに対し、オオジシギのくちばしの基部 じになる。オオジシギの黒い部分は矢尻の形 

ははっきりと太く見える。 	 に見えるのに対して、タシギの黒い部分はた 

だ黒いかたまりに見える。タシギの黒い部分 

④目の前の白い部分の広さ 	 もよく見ると前縁の白線沿いに細い黒線が続 

眉斑からくちばしの基部まで続く白い部分 いていることがあるが、矢尻の形には見えな

が目の前のあたりで広くなっているのがオオ い。オオジシギの黒い模様は、2重の矢尻形

ジシギ。タシギはあまり広くない。そのため に見えることもあり、特に太い時は、ハート

にオオジシギの顔は少し間が抜けて見えると 形に見えることもある。 
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タシギ 
	

オオジシギ 

⑦下肩羽の大きさと形 

タシギの下肩羽は大きく柳葉状に伸びてい

ることがある。その場合は、前縁の白線が体

の側面に斜めの平行線に見え、かなり遠くか

らでも目立つ識別点になる。 

オオジシギの下肩羽は比較的小さくて、横

にぴっちりと並んでいる。その為、時には、 

前縁の白線がつながって体の前から後ろの方

に一本の白線に、後ろ縁の白線がそれに直角

に立ち並んで見えることがある。 

タシギの下肩羽が小さいこともあるが、こ

れは若いせいか生え変わりの途中なのかは分

からない。 

⑧翼下面の色の違い 

タシギの翼下面（下雨覆）は白、オオジシ

ギの翼下面は黒っぽく見える。 

私の写したタシギのビデオ映像によると、 

FG 163ページ左上隅の図より下雨覆は白く

見える。 

⑨採餌する場所の違い 

タシギは腹が水面につきそうな深いところ

でも採餌するのに対して、オオジシギはあま  

り深い水には入らず、タシギより水の少ない

ところを好む傾向がある。 

春と秋の渡りの途中に、地上に降りている

時に役立つと思われる識別点を主に書き並べ

てきたが、実はこれは、今年の秋の渡りのシ 

ーズンに神奈川県海老名市の休耕田で私が撮

影したビデオ映像を基礎資料にして、元東京

支部長の今井宗丸氏、野鳥写真家の浅子明氏

をはじめとする多くの人たちからの様々な情

報と自分の観察結果を整理したもの。当然間

違いや思い違いもあるだろうし、春の渡りの

時には、多少違うかもしれない。ご指摘をお

待ちして勉強をしたいと思う。更にそれぞれ

の成若の区別や、ハリオシギやチュウジシギ

の識別も知りたいが・・一・できるかな。 

それにしても、あらためてFGを見直して

みると、④0④⑥などは見事に描き分けてい

るのに驚いた。亡き高野伸ニ先生がこの―文

を見たら、そんなことは昔から分かっている

ことだよと、笑われるかもしれない。 

（約25分間のビデオにもまとめてあります。 

商売ではありませんが、ご希望の方、連絡先

は支部事務局まで） 



1995/1996 冬 

「鳥の目から環境こ調べよう I 」調査報告 
日本野鳥の会埼玉県支部研究部 

1995/1996年冬の「鳥の目から環境を調べ

よう！」調査は、151件の回答をいただき 

68種が観察されました（表1)。回答を寄せ

られた方の分布（小荷田1996）を見ると、ほ

とんど鉄道沿線に隣接しており、1-2階建

て住宅地区が圧倒的多数（93%）を占めてい

ます。 

調査に協力いただいた会員各位の自宅から

半径5Dm以内の7種の環境における上位5種

を示します（表2)。 

ヒョドリとメジロは、越冬群による在地繁

殖群への追加のため観察が増加したと考えら

れます。また、工業地区、高層住宅地区では

ハクセキレイが、農業地区（畑）ではモズ、 

表 1 

コジュケイが、農業地区（水田）では、コサ

ギ、ダイサギ、アオサギがその環境の特色を

表しています。 

今年度も12月1日から1月31日、自宅ふら

半径5Dm以内で観察された鳥を、調査はがき 

(1月号に同封）で回答する「鳥の目から環

境を調べよう！」 （冬鳥）を実施します。 

1997年1月末に観察された鳥を記入して調査

はがきをご郵送下さい。本調査は、環境と鳥

の関係を見ますので、ドバト、ワカケホンセ

イインコ、セキセイインコなど、かごぬけの

鳥も必ず記入下さい。 

よろしくお願い致します。 

（小荷田行男） 
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表2 埼玉県における環境別上位5種（冬鳥） 

環 	境 1 2 3 4 5 
工 	業 	地 	区 ヒョドリ

ムクドリ 
スズメ、キジバト 
メジロ、ハクセキレイ 

商 	業 	地 	区 
ヒョドリ、スズメ 
メジロ、シジュウ 
カラ、カワラヒワ 

高 層 住 宅 地 区 ヒョドリ キジバト スズメ 
ムハ
 
ケ

ノ
クノ
 

ドセ
 
リ
キ
 

レ
 

イ
・
 
 

1~2階建て住宅地区 ヒョドリ スズメ ムクドリ キジバト メジロ 

農 業 地 区（畑） ヒキ
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今日は、暑いなか思いたって、前から聞い

ていた伊香保森林公園へ行って来ました。天

然のクーラーで寒いくらいの中、次々にやっ

て来る小鳥を見るだけ。森林の中だから太陽

は高くなった方が良いから、朝、家を出るの

はおそくて良いし、こんな楽な鳥見は他には

ないと思います。クロツグミ、トラツグミ、 

初めて見ました。火のついた蚊取線香一つで

楽しい一日が過ごせました。翌週も行ってし  

まいました。 

ところで「しらこばと」8月号7ページに

ョシゴイのカットがありましたが、手元に去

年の 8月に瓢湖で撮った、同じような写真が

ありましたので見て頂きたく、お送りします。 

先日、私用でJR大宮駅を使う機会がありま

した。その際、中央改札口にある「非常口」 

という吊し看板の上に 1羽の鳥が止まってい

ました。ドバトかと思いましたが、真下まで

行ってみると、その鳥はキジバトでした。誤

って入り込んだのかと思いましたが、オドオ

ドする様子もなく、堂々としているため、そ

うでもなさそうです。行かれた方ならわかる

と思いますが、この駅の中央改札口はかなり

閉鎖的な空間で人通りも大変激しい所です。 

どこの出入口を利用して入り込んでいるのか

と思い、しばらく観察していると、ソニック

シティ方面からもう 1羽がやって来て、すぐ

近くにある柱の隅へ 2羽で止まりました。あ

とから来た1羽は、明らかに枝をくわえてい

たので、どうやら営巣活動を行っているよう

です。最近、建造物を使って営巣することは

聞いていましたが、まさかあんな所で、と驚

いてしまいました。かわいいヒナが生れ、駅

のアイドルになるといいのですが・・・ 

r 熱 
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アマサギ ◇9月29日、浦和市在家で20羽 

（大塚純子）。 

マガモ ◇9月16日、浦和市下大久保の鴨川

排水機場で 3中間羽1羽早 1羽（海老原美

夫）。 

ョシガモ ◇9月25日、戸田市道満の彩湖で 

1羽（高橋達也）。◇10月12日、浦和市の

白幡沼でエクリプス合 1羽（海老原美夫）。 

オカョシガモ ◇9月16日、浦和市秋ケ瀬B 

区の大久保農耕地でエクリプス古 1羽（海

老原美夫）。 

シマアジ ◇9月25日、戸田市道満の彩湖で 

3羽（高橋達也）。◇10月7日、浦和市の

白幡沼で早タイプ1羽（海老原美夫）。 

ツミ ◇ 9月13日、伊奈町の県民活動セン

ター付近で小鳥をぶらさげて東から西へ飛

んで行った（樋口信之）。 

ハイタカ ◇ 9月16日、北川辺町の渡瀬遊水

地で1羽（樋口信之）。 

サシバ ◇9月16日、北川辺町の渡瀬遊水地

で1羽（樋口信之）。 

チョウゲンボウ ◇11月7日、三郷市の江戸

川上葛飾橋付近で1羽。カラスにモビング

されていた（岩瀬和志）。 

コジュケイ ◇10月3日、坂戸市西坂戸の自

宅の窓から見ていると、草むらの中から親

鳥1羽を先頭につぎつぎ幼鳥が現れて、な

んと10羽の子だくさん（増尾節子）。 

マヒワ（海老原美夫） 

ダイゼン ◇10月17日、戸田市道満の彩湖で 

1羽（高橋達也）。 

ツルシギ ◇10月17日～23日、吹上町小谷の

荒川堤外の休耕田で 3羽。降雨により水が

たまり、シギ、チドリ、カモ達が餌をとる 

（逸見験）。 

コアオアシシギ ◇ 9月26日、騎西町の休耕

田で1羽（樋口信之）。 

アオアシシギ ◇10月17日～20日、吹上町小

谷の荒川堤外の休耕田で 5羽（逸見験）。 

オオジシギ ◇9月16日、浦和市下大久保の

鴨川排水機場で1羽（海老原美夫）。 

力ッコウ ◇9月27日、戸田市の戸田公園で

幼鳥1羽（高橋達也）。 

ツツドリ ◇9月 4日、浦和市上野田の浦和

市野田農協の玄関ガラスに激突し落鳥（藤

原寛治）。◇10月 4日、戸田市の戸田公園

で1羽（高橋達也）。 

アマツバメ ◇9月20日、戸田市道満の彩湖

上空で 3羽（高橋達也）。 

力ワセミ ◇9月29日、浦和市在家の文明堂

工場裏の水の汚い水路で1羽（大塚純子）。 

アオゲラ ◇10月13日、日高市巾着田のあい

あい橋付近の林で1羽。アカゲラやヤマセ

ミと似た鳴声。とても印象的な色合いでし

た（本多滋和・幸枝）。 

アカゲラ ◇10月17日、戸田市の道満グリー 

ンパークで 2羽（高橋達也）。 

ショウドウツバメ ◇9月20日、戸田市道満

の彩湖で13羽（高橋達也）。 

ビンズイ ◇10月2日、戸田市道満の彩湖で 

1羽（高橋達也）。 

モズ（高鳴き） ◇10月2日、浦和市上野田

の浦和市野田農協付近で（藤原寛治）。 

ジョウビタキ ◇10月18日、秩父市の羊山公

園で（山岸昭治）。◇10月20日、岩槻市加

倉5丁目の自宅付近で1羽（藤原真理）。 

◇ 10月22日、浦和市岸町で舌 1羽（海老原

教子）。◇10月22日午前9時、吹上町内を

流れる元荒川の金網フェンスに早 1羽。午

後3時、同所上空で 2羽が鳴きながら飛び

回っていました（逸見強) 。◇10月27日、 

日高市巾着田で古 1羽。 「ヒッ、ヒッ」の

声とともに。もう冬鳥の季節ですね（本多 
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滋和。幸枝）。 

ノビタキ ◇9月23日、大宮市見沼1丁目で 

1羽。台風17号の残した田んぼの水たまり

で水浴びをしていました（浅見徹）o ◇9月 

25日、戸田市道満の彩湖で 4羽（高橋達

也）。 

コョシキリ ◇9月23日、戸田市の戸田橋付

近の荒川河川敷で1羽。ここ 3年間、この

時期に必ずさえずる個体が出現する（高橋

達也）。 

キビタキ ◇9月15日、戸田市の戸田公園で

早 1羽（高橋達也）。 

エゾビタキ ◇9月21日、秩父市の羊山公園

で2羽。10月4日には同所で10羽以上（山

岸昭治）。◇10月 2日、東松山市の物見

山、平和資料館付近で 3羽（中村豊己）。 

コサメビタキ ◇9月27日、戸田市の戸田公

園で1羽（高橋達也）。◇10月2日、東松

山市の物見山、平和資料館付近で1羽（中

村豊己）。 

ヒガラ ◇11月9日、菖蒲町の神明神社参道

で2羽（内藤義雄）。 

ヤマガラ ◇9月15日、蓮田市黒浜の国立療

養所東埼玉病院の林で7-8羽（玉井正

晴）。◇9月20日、大宮市西新井の森でシ

ジュウカラとコゲラの混群中に 1羽（浅見

徹）。◇9月20日、浦和市上野田の野田小

学校付近で1羽（藤原寛治）。◇10月7日、 

与野市八王子のかやのき団地内の公園で1 

羽。ェゴノキの実を食べていた（大塚純

子）o ◇10月17日、加須市のむさしの村で 

2羽（藤原寛治）。◇10月27日、岩槻市加倉 

5丁目の自宅付近で鳴き声を聞く（藤原寛

治）。◇11月9日、菖蒲町の神明神社参道 

オオタ力（海老原美夫） 

で10羽近い群れ。今年はヤマガラの当り年

かな（内藤義雄）。 

アオジ ◇11月7日、三郷市の江戸川上葛飾

橋付近で1羽（岩瀬和志）。 

マヒワ ◇10月20日、秩父市の羊山公園で 

（山岸昭治）。 

ベニマシコ ◇11月7日、三郷市の江戸川上

葛飾橋付近で早 1羽（岩瀬和志）。 

シメ ◇ 9月20日、戸田市の道満グリーン

パークで1羽（高橋達也）。◇10月21日、 

秩父市の羊山公園で（山岸昭治）。 

コムクドリ ◇ 9月20日、戸田市の道満グ

リーンパークで7羽（高橋達也）。 

カケス ◇9月16日、北川辺町の渡瀬遊水地

で1羽（樋口信之）。◇10月2日、浦和市上

野田の野田小学校上空で3羽（藤原寛治）。 

オナガ（白化） K10月19日午前7時50分、 

東武東上線の上福岡駅前の電線にとまって

いる数羽の中に全身が白い個体1羽（増尾

隆）。 

表紙の写真 

メジロ（メジロ科） 

熊谷から東京に引っ越して、あっという間

に一年が過ぎた。住んでみると家の周りにも

以外と鳥たちがいることに気が付いた。家の

前のツバキの花が咲き始めるとメジロもやっ

て来るようになった。通勤途中の小さな公園

のツバキにも、よくメジロは訪れていたが、 

ある朝、木々がすべて切り倒されてしまっ 

た。敷石で舗装され遊具も新しくなったが、 

申し訳程度に3本の木が植えられただけだっ 

た。 	 菱沼ー充（板橋区） 
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特別な場合を除いて予約申し込みの必要は

ありません。初めての方も、青い腕章をした

担当者に遠慮なく声をおかけください。私達

もあなたを探していますので、ご心配なく。 

参加費は一般100円。会員と中学生以下50 

円。持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、ゴミ

袋、もしあれば双眼鏡など。解散時刻は、特

に記載のない場合、正午から午後1時頃。小

雨決行です。 

自然保護のため、できるだけ電車バスなど

をご利用のうえ、指定の集合場所までおいで

ください。 

翻 
期日】12月8日（日） 

集合：午前9時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:11分発、または寄居 

9:03発に乗車 

担当：町田、和田、田口、榎本、中島（章）、 

石井（博）、倉崎、松本 

見どころ：秩父の山々が手に取るように見え

はじめると本格的冬の到来。常連客の

小鳥、ジョウビタキ、力シラダカ、シ

メ、アオジ等に加えてどんなゲストが

訪れてくれるでしょうか。それにきれ

いになったカモ達や大空に滑空する猛

禽類の雄姿を見るのも楽しみです。 

圏 
期日：12月8日（日） 

集合：午前9時10分 西武線西武球場前駅前 

交通：西武狭山線西所沢8:59発に乗車 

解散：正午ごろ、狭山湖堤防北側付近 

担当：長谷部、杉本、石井（幸）、小野、藤 

原（佳）、中村（祐）、山本、久保田 

見どころ：冬の狭山湖では、高い山で夏を過

ごしていたルリビタキやキクイタダ

キ、外国で生活をしていた多くのカモ

の仲間達をまとめて見ることができま

す。考えて見るとちょっとぜいたく。 

湖面をわたる風は冷たいので防寒には

気を付けた支度でどうぞ。 

Fl共 弐蔵 	 国 

期日：12月巧日（日） 

集合：午前9時40分 森林公園南口入り口前

交通；東武東上線森林公園駅下車、森林公園

南口行き9:17発バスに乗車、終点下車

費用：入園料390円（子供80円） 

担当：内藤、岡安、佐久間、榎本、長谷部、 

藤掛、石井（幸）、島田 

見どころ：今年最後の探鳥会の日になってし

まいました。人影も少ない木立の中で

小鳥達の声を聞いてみませんか。大空

に猛禽類は飛んでいませんか。沼には

カモ達が何種いるでしょうか。 

腫I登竺三室地区定例探鳥議~  
期日：12月巧日（日） 

集合】午前8時15分 京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ。または午前 

9時 浦和市立郷土博物館前 

後援：浦和市立郷土博物館 

担当：楠見、福井、渡辺（周）、手塚、笠原、 

伊藤、若林、倉林、岡部、兼元、嶋

田、森 

見どころ：’別年5月にスタートして今回で 

150回目となりました。特に何もあり

ませんでしたが、三室の普通の鳥達を

多くの人々と交わり楽しんで見てきま

した。その間ここから育ったバーダー 

も多いことでしょう。そんな区切りの

会で何が出てくれるか楽しみです。 

農 

、 
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期日 12月22日（日）午後 1時30分 4時 

30分（受付開始午後 1時） 

会場 埼玉県県民活動総合センター（伊奈

町) TEL 048-728-7111 

交通 ニューシャトル大宮駅12:00、または 

12:30発、羽貫駅下車。送迎無料バス

に接続（大宮駅から会場まで約45分）。 

またはJR上尾駅東口から伊奈学園行き

バス12:48発、終点下車にて徒歩約10分 

（上尾駅から約35分）。無料駐車場有。 

第1部 ビデオによる「今年の出来事」 

午後1時30分～2時 

第2部 叶内拓哉講演会 「幻の鳥ヒメクビ

ワカモメについて」 午後 2時～ 4 

時30分 

野鳥カメラマンとしてご存知の叶内

さんにたっぷりお話しして頂きます。 

第3部 懇親会（希望者のみ） 会場を大宮

に移し、年忘れの会も兼ねて開催を

予定しています。 

とき 12月28日（土）午後 1時～2時ごろ

会場 支部事務局108号室 

案内 本当におし詰まっての日になってしま

いました。何もこんな気忙しい日にし

なくてもと思うのですが、暦のせいで

如何ともしがたいのです。年間を通じ

て多数の方に奉仕協力を頂きありがと

うございました。同時に本日もよろし

くお願い致します。 

期日：平成9年1月3日（金・祝） 

集合：午前9時30分 さぎ山記念公園駐車場 

交通：大宮駅東口7番バス乗り場から中野［II 
引返し場行きで約20分、上野田下車。 

当日は正月ダイヤで1時間に3-4本

運行されるはずです。 

担当：海老原、松井、楠見、襖庭、工藤、新

堂、藤原（寛） 

見どころ：余計なことは書かなくてもよくご

存じですね、野鳥達へのご挨拶の後 

は、恒例の鳥仲問達との新年交歓会！

この日だけは酒類持参OKですよ。 

~営城県が伊豆沼探鳥会（要予約）  

期日：1月25日（土）~26日（日） 

集合：25日午前7時10分 大宮駅新幹線北口

交通：東北新幹線を利用します。参加決定者

には詳細内容を送付致します。 

費用：10, 000円の予定（1泊2食付宿泊費、 

現地交通費、保険料、懇親会費を含む） 

万一過不足は当日精算します。現地ま

での往復交通費は各自負担で願います。 

定員：15名（先着順、支部会員優先） 

申し込み：通常はがきに住所・氏名・年齢・ 

性別・電話番号を明記して、中島康夫 

まで

担当：中島（康）、襖庭 

見どころ：日の出と共にいっせいに飛び立つ 

ー万羽を超すマガンの群れ、V字形の

雁行などを楽しみに伊豆沼周辺を歩き

ます。ワシ・タカや冬の小鳥も楽しめ

ます。積雪の中を歩きますので防寒と

足梅えは充分にして下さい。 

注意：宿泊は男女別の相部屋です。個室のご

用意はできません。 

◆1月12日（日）熊谷市大麻生定例探烏会 

千葉県船橋海浜公園探鳥会

◆JR・私鉄等12月にダイヤ改正が予定されて

いますので、時刻表をお確かめの上お出か

けください。 

期日

会場 

交通 

4時 

第3部 



醸議黙難譲決気言補鱗難議鳶ツ

カワウ ダイサギ アオサギ カルガモ コジュ

ケイ キジ キジバト カッコウ カワセミ コ

ゲラ ヒバリ ツバメ イワツバメ キセキレイ

ハクセキレイ ヒョドリ モズ ウグイス オオ

ョシキリ セッカ シジュウカラ メジロ ホオ

ジロ カワラヒワ スズメ ムクドリ オナガ

ハシボソガラス ハシブトガラス（29種）出発し

た時の雨もやがて上がり、林の中ではカラ類、遠

くの梢にカッコウ、また池では定番のカワセミを

観察。荒川の土手に登ると畑を横切るキジ2羽。 

ヒバリ、ツバメの飛ぶ中を最後の葦原でオオョシ

キリを観察した。すっかり晴れ上がった中、早朝

の空気を腹一杯吸い、無事探島会を終了した。 

（楼庭 勇） 

霧渉

カイツブリ カワウ ゴイサギ ササゴイ ダイ

サギ コサギ アオサギ カルガモ イカルチド

リ アオアシシギ キジバト カワセミ ヒバリ

ショウドウツバメ ツバメ イワツバメ ハクセ

キレイ セグロセキレイ ヒョドリ セッカ シ

ジュウカラ ホオジロ カワラヒワ スズメ ム

クドリ オナガ ハシボソガラス ハシブトガラ

ス（28種）夏の河原は暑い。木陰を見つけては休

み、また進む。押切橋のところではSLに会い、 

皆で手を振って見jきった。先頭を歩いていた数人

は、ツバメの白化した個体を発見した。明戸堰で

は、遠かったが、カワセミとゴイサギをじっくり

観察できた。 

9月1一日授日）一本庄市ら販東天橋j  9月1.ョ‘誕t〕体柱三fト事IIii東JI（ミllぎ  " 

カイツブリ ダイサギ チュウサギ コサギ

ルガモ トビ チョウゲンボウ イソシギ キジ

バト カワセミ ヒバリ ショウドウツバメ ツ

バメ イワツバメ ハクセキレイ セグロセキレ 

イ ヒョドリ セッカ メジロ ホオジロ カワ

ラヒワ スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガ

ラス ハシブトガラス（26種）初めてメインリー 

ダーを仰せつかり、スッゴク緊張。下見でも鳥が

あまり見つからず緊張度は更にアップ。しかし、 

探島会開始後すぐにツバメ、ショウドウツバメ、 

イワツバメの乱舞が見られ、各種の相違がよく観

察できてほっとした。ぶっ倒れそうな暑さの中、 

サブリーダー及びご参加の皆様のご協力により、 

第1回目を無事に終了。皆様ありがとうございま 

した。 	 （和田康男） 

カワウ ゴイサギ ダイサギ コサギ アオサギ

マガモ カルガモ ヒドリガモ オナガガモ ス

ズガモ ハヤブサ シロチドリ メダイチドリ

ムナグロ ダイゼン キョウジョシギ トウネン

キリアイ アオアシシギ キアシシギ ソリハシ

シギ オグロシギ オオソリハシシギ ダイシャ

クシギ ホウロクシギ チュウシャクシギ セイ

タカシギ セグロカモメ ウミネコ キジバト

ツバメ ハクセキレイ ヒョドリ モズスズメ

ムクドリ オナガ ハシボソガラス（38種）曇り

で、暑さもたいしたこともなくて、ほっとした。 

時間の関係で、潮があまり引かなかったが、それ

でも埼玉ではあまり見られないシギ・チドリが近

くで見られ、オグロシギとオオソリハシシギ、ダ

イシャクシギとホウロクシギなどの違いも分りや

すかった。 

鷲難議澄癒g甘」（日）一熊谷市 大麻生慧翼か

麟麟鷲難~鷺加三鼻表事、。蓉気 晴 i麟纂鷲多

カイツブリ カワウ ダイサギ チュウサギ コ

サギ アオサギ カルガモ トビ オオタカ ツ 

イソシギ キジバト カワセミ ヒバリ ツ

バメ イワツバメ ハクセキレイ セグロセキレ

イ ヒョドリ モズ セッカ シジュウカラ ホ

オジロ カワラヒワ スズメ ムクドリ ハシボ  



蕪簾灘県蒸薫鋤議曹題盛麟 

狛難 

煎零議  

ソガラス ハシブトガラス（28種）出発前からモ

ズの高鳴きが聞こえ、秋の訪れを感じる。明戸堰

に向けて出発。土手沿いの桜並木付近は草刈り作

業中でエンジン音が響き、期待したホトトギス類

を見られずガッ;' I)。でも、明戸堰では、カワセ

ミ、猛禽3種、ここでは珍しいチュウサギも出て、 

気分よく終了。 	 （森本団夫） 

倉と 9月8日」伯警年親譲船，翻浜公薗篇か  
(  ％三勤n憩8) 雄、寒気締「 J三雄ノ
ハジロカイツブリ カワウ ダイサギ コサギ

アオサギ シロチドリ メダイチドリ ダイゼン

キョウジョシギ トウネン ハマシギ ミニ1ビシ

ギ キアシシギ オオソリハシシギ チュウシャ

クシギ アジサシ キジバト ヒバリ ツバメ

ハクセキレイ セッカ スズメ ムクドリ ハシ

ボソガラス（24種）海浜公園の集合地に行ったら

他の2支部もここで探鳥とのことで、順次出発し

た。アジサシは遠くで見えにくかったが、シギ・

チドリは近くで、春とは違う羽の色を見せてくれ、 

コメツキガニもわりと近くで見られた。 

（佐久間博文） 

カイツブリ カワウ ゴイサギ コサギ ダイサ

ギ アオサギ カルガモ コガモ オナガガモ

サシバ コジュケイ キジ バン イソシギ キ

ジバト コゲラ ヒバリ ツバメ ハクセキレイ

セグロセキレイ ヒョドリ モズオオョシキリ

シジュウカラ ホオジロ カワラヒワ スズメ

コムクドリ ムクドリ オナガハシボソガラス

ハシブトガラス（32種）やや暑かったが、出る予

感がしたサシバが出現。コムクドリも出て、帰っ

てきたコガモたちと共に参加者を感動させた。楽

しいカカシを見ながらの探島会だった。 

（楠見邦博） 

麟鷺嚢鷺欝I難り 
浅見徹、阿久沢慶、石井智、海老原美夫、金井祐

二、久保田忠覚、佐久間博文、竹内設雄、高文子、  

田辺八州雄、藤掛保司、松井昭吾、柳原正昭 4 

'9肩28日，（土）、‘『怠ぢ遊はと』袋づめ 

1、塗r にて」井ボランディ7：く 15大ドくン「、％、ンーー 

荒木恒夫、岩上照代、江浪功、海老原教子、海老

原美夫、大坂幸男、尾崎甲四郎、兼元義裕、佐久

間博文、島田恵司、野田政子、原田譲、藤掛保司、 

藤野富代、安原久子 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ カルガモ ノスリ サシバ チョウゲンボウ

キジ イソシギ キジバト カワセミ コゲラ

キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ . ヒ

ョドリ モズ ヤマガラ シジュウカラ カワラ

ヒワ スズメ ムクドリ カケス オナガ ハシ

ボソガラス ハシブトガラス（28種）17号台風の

影響で増水して川沿いは荒れていたが、上空には

チョウゲンボウ、ノスリ、サシバが舞い、歓声が

上がった。期待のヤマセミは姿を見せず、残念で

あった。NT Tのワールドバードカウントに関連

して、毎日新聞社の取材があり、翌日の新聞に写

入りで掲載された。 

ウ 
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参加i纏黙競い加蒸薫，二蕪“  
カワウ ダイサギ チュウサギ コサギ アオサ

ギ カルガモ コガモ オナガガモ キジ クイ

ナ バン コチドリ イカルチドリ アオアシシ

ギ タカブシギ イソシギ キジバト ツツドリ

カワセミ ツバメ ハクセキレイ セグロセキレ

イ ヒョドリ モズ ノビタキ セッカ シジュ

ウカラ ホオジロ カワラヒワ スズメ ムクド

リ ハシボソガラス ハシブトガラス（33種）快

晴の予報に反して曇り空。でも鳥の出現は予想以

上。キジの親子から始まり、渡りの途中のノビタ

キ、ツツドリ。枝に止まるキジ子にびっくり。サ

ギ類は4種類確認して、識別の勉強になった。調

整池では、早くも冬鳥のカモカ与俺来。最後はカワ

セミが池を横切り、今年も実りの多い秋の差間コ 

ースだった。 

Zk
に

・
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●バードソソ支部公式チーム発足 

里山の自然と野鳥を守るために1997年5月 

11日（日）に開催されるバードソン1997に、 

工藤洋三幹事を中心とする公式チームが参加

することになりました。チーム名、メンバー 

などは追々ご連絡できると思います。今回も

ご支援をお願いします。 

●埼玉県支部の探鳥会運営方法など紹介 

全国の支部の探鳥会リーダーたち宛に本部

ネイチャースクールの安西英明氏が執筆発行

している『探鳥会リーダー通信準備号』とい

うのがあります。 

その第4号（1996年11月発行）に、全8ペ 

ージの内7ページを使って、支部全体の体制

から、探鳥会運営の仕組み、支部の探鳥会規

定や支部発行の『探鳥会のすすめ方』まで、 

安西氏が出席した8月26日（日）の支部リー 

ダー研修会での様子を中心に、細かく紹介さ

れました。 

●・議会員たちのビデオIパ瞭活躍中 

11月10日（日）午後7時20分からの、NH 
Kテレビ第1チャンネル『クイズ日本人の常

識』で、町田好一郎幹事が撮影したシジュウ

カラの蟻浴びのビデオ映像が放送されまし

た。同幹事の撮影したビデオ映像は、土曜日

の正午前、NHK前橋放送局からのローカル

ニュース枠でも度々放送されています。 

f 嚇進会員が撮影したコウライウグイスの

繁殖の様子は、NHKやテレビ埼玉のニュー 

ス番組で放送されて大きな反響を呼びました

し、海老原美夫副支部長が撮影したI“身を自

分で解説する番組『野鳥』 （テレビ埼玉、毎

週火曜と水曜、午後0時20分頃から45分頃ま
での間の5~6分間、水曜は火曜の再放送） 
も3年目に入り、125回以上続いています。 

●「核都市広壊締線道路」その後 

反対する連絡会は7月13日に発会し、今後

次のような活動を予定していると連絡があり  

ました。 

コース見学会 11月24日（日） 

学習会「脱クルマ社会を考える」 12月7日 

（土）14:00-16:00 所沢市中央公民館

市民集会 1997年2月予定 

署名活動 1996年11月下旬スタート 

●ご寄付ありがとうございました。 

浦和市立郷土博物館親子探鳥会の講師たち 

8, 000円。浦和市立郷土博物館夏休み子供探

鳥会の講師たち8, 000円、小川寛次2, 000円、 

支部リーダー研修会懇親会参加者たちL090 

円、藤原まゆみ500円。 （敬“、略、 50音順） 

●12月の事務局 土曜と日曜の予定 
7日（土）普及部会議。 

14日（土）編集会議、研究部会議。 

15日（日）役員会議（仮日程）。 

21日（土） 『しらこばと』12月号校正作業。 
28日（土）袋づめの会。 

会員数は 

11月5日現在2, 703人です。 

10月5日（土）普及部会議。 

10月19日（土）校正作業（海老原美夫、工藤

洋三）。役員会議（司会：倉林宗太郎、バ 

ードソン参加について・3月までの探鳥会

予定・その他）。 

10月号の特集「マイフィールドノート・入

間川」は、大変うれしいものでした。9月号

の特集の呼びかけに早速応えてくれたものだ

からです。 

このような記録が、身近な環境を守る上で

大変貴重なものになると思います。5年後、 
10年後は更に貴重です。活字で残っていると

説得力も増します。 

編集部では、あなたの「マイフィールドノ 

ート‘〇〇」をお待ちしています。 （山部） 

『しらこばと』1996年12月号（第152号） 	定価100円（会員の購読料は会費に含まれます） 
発行人松井昭吾 「―発行日本野鳥の会埼玉県支部 TEL 048-832-4062 FAX 048-825-0460 
〒336 浦和市岸町4丁目26番8号 プUムローズ岸町107号 郵便振替 00190-3-121130 
印刷 関東図孟夢式会社 	 （本誌掲載記事の無断転載はかたくお断わりします） 

再生紙使用 
- 12 - 


